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は
じ
め
に

一　

議
会
基
本
条
例
と
政
策
・
計
画

二　

計
画
理
論
と
先
進
地
を
学
ぶ

三　

議
会
に
よ
る
修
正
案
の
作
成

お
わ
り
に

は
じ
め
に

　

二
〇
〇
六
年
に
北
海
道
栗
山
町
議
会
が
全
国
で
は
じ
め
て
の
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
て
か
ら
二
年
半
が
経
過
し
た
。
こ
の
間
各
地
の

自
治
体
か
ら
同
議
会
へ
の
視
察
者
数
は
二
、
七
○
○
人
に
達
し
、
自
治
体
数
で
も
三
三
○
に
及
ん
で
い
る
（
二
〇
〇
八
年
一
二
月
現
在
）。

ま
た
栗
山
町
議
会
に
続
い
て
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
た
議
会
は
、
四
県
二
七
市
町
村
（
二
〇
〇
八
年
一
二
月
現
在
）
と
な
り
（〔
表―

1
〕

参
照
）、
さ
ら
に
は
百
以
上
の
議
会
が
制
定
を
準
備
中
な
い
し
は
検
討
中
と
目
さ
れ
て
い
る
。
初
発
か
ら
二
年
が
経
過
し
た
現
在
で
比
較

す
る
と
、
議
会
基
本
条
例
の
制
定
数
は
自
治
基
本
条
例
を
上
回
る
勢
い
で
あ
る
。

　

議
会
基
本
条
例
は
こ
の
よ
う
に
急
速
に
全
国
に
ひ
ろ
が
る
一
方
、
当
の
栗
山
町
議
会
に
お
い
て
も
、
町
政
の
重
要
事
項
に
関
す
る
町
民

投
票
の
規
定
を
追
加
す
る
な
ど
の
逐
次
の
改
正
で
、
条
例
内
容
の
い
っ
そ
う
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
議
会
基
本
条
例
に
規
定
し
た
諸

事
項
を
着
実
に
実
行
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
展
開
の
状
況
に
つ
い
て
は
橋
場
利
勝
栗
山
町
議
会
議
長
、
中
尾
修
同
議

会
事
務
局
長
と
筆
者
に
よ
る
『
議
会
基
本
条
例
の
展
開
─
そ
の
後
の
栗
山
町
議
会
を
検
証
す
る
』（
公
人
の
友
社
、
二
〇
〇
八
年
）
と
中
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尾
修
・
江
藤
俊
昭
編
『
議
会
基
本
条
例
─
栗
山
町
議
会
の
挑
戦
』（
中
央
文
化
社
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

本
稿
は
、
議
会
基
本
条
例
が
規
定
す
る
諸
事
項
の
う
ち
、
条
例
に
お
い
て
議
会
の
議
決
事
項
と
し
た
「
総
合
計
画
」
に
焦
点
を
当
て
、

議
会
が
こ
れ
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
か
、
そ
の
過
程
の
検
証
を
試
み
る
。
総
合
計
画
の
革
新
と
議
会
改
革
の
推
進
は
、
行
財
政
の
縮

小
時
代
に
お
け
る
自
治
体
再
構
築
の
基
幹
的
課
題
で
あ
る
。
総
合
計
画
の
革
新
は
、
長
、
議
会
、
市
民
、
職
員
ど
の
側
か
ら
提
起
さ
れ
て

も
よ
い
が
、
今
回
の
栗
山
町
議
会
の
営
為
は
、
歴
史
的
に
見
て
も
議
会
の
側
か
ら
改
革
を
試
み
た
数
少
な
い
事
例
で
あ
る
。
栗
山
町
議
会

は
、
議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
続
い
て
、
こ
こ
で
も
議
会
の
可
能
性
を
ひ
ろ
げ
た
と
い
え
よ
う
。

〔表￤ 1〕　議会基本条例の制定状況

北海道栗山町議会 06年 5 月18日可決・同日施行
（08年 3 月19日改正・ 4 月 1 日施行、
08年12月18日改正・09年 1 月 1 日施行、
09年 3 月17日改正・同年 4 月 1 日施行）

神奈川県湯河原町議会 06年12月12日可決・07年 4 月 1 日施行

三重県議会 06年12月20日可決・同月26日施行

三重県伊賀市議会 07年 2 月28日可決・同日施行

北海道今金町議会 07年 3 月15日可決・同年 5 月 1 日施行

岩手県一関市議会 07年 6 月26日可決・同月28日施行

島根県出雲市議会 07年11月29日可決・同日施行

茨城県鉾田市議会 07年12月14日可決・同月21日施行

鳥取県南部町議会 07年12月18日可決・同月25日施行

島根県邑南町議会 07年12月20日可決・08年 4 月 1 日施行

京都府京丹後市議会 07年12月20日可決・08年 4 月 1 日施行

愛知県北名古屋市議会 07年12月21日可決・08年 7 月 1 日施行

埼玉県ときがわ町議会 08年 3 月 4 日可決・同年 4 月 1 日施行

山形県庄内町議会 08年 3 月 4 日可決・同年 4 月 1 日施行

宮城県松島町議会 08年 3 月 6 日可決・同年 6 月 1 日施行

北海道知内町議会 08年 3 月11日可決・同年 4 月 1 日施行

大阪府熊取町議会 08年 3 月27日可決・同年 4 月 1 日施行

福島県会津若松市議会 08年 6 月18日可決・同年 6 月23日施行

福島県議会 08年 7 月 9 日可決・同月11日施行

神奈川県大井町議会 08年 9 月 2 日可決・09年 1 月 1 日施行

滋賀県東近江市議会 08年 9 月24日可決・同日施行

鹿児島県薩摩川内市議会 08年 9 月26日可決・同年10月12日施行

福島県大玉村議会 08年 9 月30日可決・同年10月 1 日施行

千葉県松戸市議会 08年12月 3 日可決・09年 4 月 1 日施行

岩手県議会 08年12月10日可決・09年 4 月 1 日施行

大分県大分市議会 08年12月15日可決・09年 4 月 1 日施行

福岡県久留米市議会 08年12月17日可決・同月26日施行

神奈川県議会 08年12月18日可決・同月26日施行

島根県松江市議会 08年12月19日可決・同日施行

長崎県大村市議会 08年12月19日可決・09年 4 月 1 日施行

徳島県北島町議会 08年12月19日可決・09年 4 月 1 日施行
制定状況は2008年12月31日現在。条例名はいずれも「議会基本条例」
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一　

議
会
基
本
条
例
と
政
策
・
計
画

　

㈠　

議
会
基
本
条
例
の
理
念
と
枠
組
み

　

は
じ
め
に
議
会
基
本
条
例
の
理
念
及
び
全
体
の
枠
組
み
と
議
会
基
本
条
例
に
規
定
さ
れ
た
政
策
・
計
画
に
関
す
る
議
会
の
地
位
・
役
割

に
つ
い
て
解
説
し
て
お
き
た
い
。

　

栗
山
町
議
会
基
本
条
例
の
前
文
は
、
自
治
体
の
政
府
機
構
で
あ
る
二
元
代
表
民
主
制
の
理
念
と
原
則
を
次
の
三
つ
の
観
点
か
ら
明
確
に

述
べ
て
い
る
。

　

第
一
は
、
二
元
代
表
民
主
制
の
作
動
原
理
で
あ
る
機
関
対
立
主
義
で
あ
る
。
原
文
を
引
用
し
よ
う
。
長
と
議
会
の
「
二
つ
の
代
表
機
関

は
、
と
も
に
町
民
の
信
託
を
受
け
て
活
動
し
、
議
会
は
多
人
数
に
よ
る
合
議
制
の
機
関
と
し
て
、
ま
た
町
長
は
独
任
制
の
機
関
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
特
性
を
い
か
し
て
、
町
民
の
意
思
を
町
政
に
的
確
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
競
い
合
い
、
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
栗
山
町

と
し
て
の
最
良
の
意
思
決
定
を
導
く
共
通
の
使
命
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
」。

　

長
と
議
員
（
議
会
）
の
直
接
公
選
制
す
な
わ
ち
二
元
代
表
民
主
制
は
憲
法
原
則
で
あ
る
。
こ
の
直
接
公
選
制
（
直
接
信
託
）
ゆ
え
に
政

治
的
正
統
性
の
根
拠
が
対
等
な
両
代
表
が
「
異
な
る
特
性
を
い
か
し
て
」、
ど
ち
ら
が
町
民
意
思
を
的
確
に
反
映
し
て
い
る
か
を
め
ぐ
っ

て
競
い
合
う
の
が
機
関
対
立
主
義
で
あ
る
。
で
は
「
異
な
る
特
性
」
と
は
何
か
。
長
は
独
任
制
で
あ
り
、
一
貫
し
た
政
治
指
導
に
よ
り
全

体
を
一
つ
の
方
向
に
ま
と
め
て
い
く
統
合
機
能
が
、
そ
し
て
多
人
数
の
議
員
か
ら
構
成
さ
れ
る
合
議
制
の
議
会
に
は
、
町
民
の
多
様
な
利

害
を
反
映
し
て
、
論
点
・
争
点
を
表
出
さ
せ
る
代
表
機
能
の
発
揮
が
求
め
ら
れ
る
。
長
と
議
会
は
広
義
で
は
と
も
に
代
表
機
構
だ
が
狭
義

に
は
こ
う
し
た
機
能
の
違
い
が
存
在
す
る
。

　

第
二
は
、
こ
う
し
た
理
解
に
立
つ
と
き
、
そ
の
論
理
的
帰
結
と
し
て
、
機
関
対
立
の
あ
り
よ
う
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
機
関
対
立

と
い
う
と
き
、
そ
れ
は
文
字
通
り
「
機
関
」
す
な
わ
ち
機
関
と
し
て
の
議
会
が
全
体
と
し
て
対
立
の
一
翼
を
担
う
の
で
あ
っ
て
、
議
会
内
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の
一
部
勢
力
で
あ
る
「
野
党
」
の
み
が
担
う
の
で
は
な
い
と
い
う
含
意
が
あ
る
。

　

国
の
場
合
の
よ
う
に
、
国
会
が
首
相
を
指
名
す
る
議
院
内
閣
制
の
政
府
制
度
と
は
違
っ
て
、
自
治
体
の
政
府
制
度
は
議
会
に
お
け
る
与

野
党
の
形
成
を
制
度
必
然
と
は
し
な
い
。
長
は
議
会
と
は
無
関
係
に
市
民
が
つ
く
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
え
て
「
与
野
党
」
と
い
う
表
現
を

用
い
る
な
ら
、
議
会
は
機
関
全
体
が
長
に
対
し
て
「
野
党
」
的
な
存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
逆
に
い
え
ば
、
二
元
代
表
民
主
制
は
、

多
数
の
議
員
が
「
与
党
」
を
形
成
し
て
長
に
対
す
る
争
点
提
起
機
能
あ
る
い
は
批
判
機
能
を
減
退
さ
せ
た
と
き
、
機
能
不
全
に
陥
る
こ
と

を
意
味
す
る
。

　

第
三
は
、
議
会
の
影
響
の
及
ぶ
範
囲
の
問
題
で
あ
る
。
前
文
は
、
議
会
は
「
自
治
体
事
務
の
立
案
、
決
定
、
執
行
、
評
価
に
お
け
る
論

点
、
争
点
を
明
ら
か
に
す
る
責
務
を
有
し
て
い
る
」
と
、
議
会
が
自
治
体
の
政
策
過
程
全
般
に
広
く
か
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
宣
言
し
て

い
る
。
こ
れ
は
次
の
二
つ
の
問
題
を
ふ
ま
え
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

一
つ
目
は
地
方
自
治
法
に
規
定
さ
れ
た
長
と
議
会
の
権
限
で
、
従
来
の
通
説
で
は
、
長
の
権
限
は
「
概
括
例
示
」（
法
第
一
四
九
条
）、

議
会
の
権
限
は
「
制
限
列
挙
」（
法
第
九
六
条
）
と
さ
れ
て
き
た
。
け
れ
ど
も
法
律
は
素
直
に
読
む
べ
き
で
あ
る
。
法
律
第
九
六
条
第
二
項

は
「
条
例
で
議
会
の
議
決
す
べ
き
も
の
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
議
会
の
権
限
は
第
一
項
だ
け
に

「
制
限
」
さ
れ
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
制
限
論
的
解
釈
は
実
態
に
も
そ
ぐ
わ
な
い
。

　

二
つ
目
は
、
政
策
過
程
な
い
し
は
政
策
循
環
に
着
目
し
た
議
会
の
影
響
力
の
範
囲
の
問
題
で
あ
る
。
し
ば
し
ばPlan

・D
o

・See

と

も
表
現
さ
れ
る
が
、
課
題
の
発
見
→
政
策
選
択
→
企
画
立
案
→
政
策
決
定
→
政
策
執
行
→
政
策
評
価
→
課
題
の
発
見
と
い
う
政
策
循
環
に

着
目
す
れ
ば
、
議
会
は
ど
の
局
面
に
関
し
て
も
討
論
を
通
し
て
論
点
・
争
点
・
政
策
提
起
の
可
能
性
を
無
限
に
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
、
機
構
（
長
と
議
会
）
と
機
能
（
決
定
と
執
行
）
を
結
び
つ
け
た
二
分
法
、
す
な
わ
ち
「
議
会
＝
決
定
、
長
＝

執
行
」
と
い
う
区
分
は
、
政
策
循
環
の
特
定
局
面
に
お
け
る
長
と
議
会
の
機
能
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
判
明
し
よ
う
。

　

第
四
に
、
前
文
は
、「
自
由
か
っ
達
な
討
論
を
と
お
し
て
、
こ
れ
ら
論
点
、
争
点
を
発
見
、
公
開
す
る
こ
と
は
討
論
の
広
場
で
あ
る
議
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会
の
第
一
の
使
命
で
あ
る
」
と
し
て
「
討
論
と
情
報
の
広
場
」
に
な
る
こ
と
が
議
会
の
本
質
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
各
地
の
自
治
基
本

条
例
や
議
会
基
本
条
例
に
散
見
さ
れ
る
よ
う
な
、
議
決
機
能
こ
そ
が
「
議
会
の
第
一
の
使
命
」
と
は
あ
え
て
書
い
て
い
な
い
。
確
か
に
議

決
は
議
会
の
重
要
な
機
能
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
議
決
に
は
よ
い
議
決
も
あ
れ
ば
悪
い
議
決
も
あ
る
。

　

議
会
に
は
様
々
な
細
か
い
機
能
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
大
き
く
は
「
公
開
機
能
」「
提
案
機
能
」「
決
定
機
能
」
の
三
つ
に
括
る
こ
と
が

で
き
る
。
公
開
機
能
は
単
な
る
文
書
の
公
開
で
は
な
い
。
討
論
を
通
し
た
論
点
・
争
点
の
創
出
、
す
な
わ
ち
、
広
く
政
策
情
報
を
創
出
・

公
開
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
監
視
機
能
も
こ
こ
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
公
開
機
能
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
提
案
機
能
が
意
味
を

持
つ
。
論
点
・
争
点
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
問
題
解
決
の
処
方
箋
は
つ
く
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
調
査
機
能
も
公
開
機
能
と
提
案
機
能

に
付
随
す
る
。
こ
う
し
て
よ
い
処
方
箋
す
な
わ
ち
よ
い
政
策
が
立
案
で
き
て
、
は
じ
め
て
よ
い
決
定
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
よ
い
決
定

が
で
き
な
け
れ
ば
よ
い
執
行
は
で
き
な
い
。

　

こ
の
序
列
が
大
事
な
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
じ
め
に
公
開
機
能
の
発
揮
あ
り
き
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
議
会
基
本
条
例
前
文
は
、
こ
の

公
開
機
能
を
重
ん
じ
て
、
議
会
を
「
討
論
の
広
場
」
と
表
現
し
、
こ
れ
こ
そ
が
議
会
の
本
質
的
な
機
能
だ
と
表
明
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
第
五
に
、
こ
う
し
た
認
識
に
た
っ
て
、
議
会
を
討
論
と
情
報
の
広
場
に
す
る
た
め
の
具
体
的
な
仕
組
み
に
進
む
こ
と
に
な
る
。

条
例
本
体
が
規
定
す
る
、
町
民
と
議
会
の
関
係
（
第
三
章
）、
町
長
（
及
び
職
員
）
と
議
会
の
関
係
（
第
四
章
）、
議
員
間
の
自
由
討
議
（
第

五
章
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
自
治
体
の
運
営
に
か
か
わ
る
主
体
は
、
主
権
者
で
あ
る
町
民
（
政
治
主
体
）
と
、
自
ら
町
民
で
あ
る
と
と
も
に

町
政
の
役
割
を
制
度
上
担
う
長
、
議
員
、
職
員
（
制
度
主
体
）
の
四
者
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
四
者
が
議
会
に
参
画
す
る
仕
組
み

を
実
体
化
し
な
け
れ
ば
議
会
は
討
論
の
広
場
に
な
れ
な
い
。

　

㈡　

政
策
・
計
画
の
関
連
条
項

　

以
上
の
よ
う
に
栗
山
町
議
会
基
本
条
例
の
前
文
は
、
二
元
代
表
民
主
制
の
原
理
と
と
も
に
そ
の
具
体
的
な
展
開
と
な
る
条
例
本
体
と
の

関
連
を
き
わ
め
て
論
理
的
に
整
理
・
説
明
し
て
い
る
。
本
稿
が
扱
う
総
合
計
画
に
直
接
関
係
す
る
規
定
の
基
本
は
「
第
四
章　

町
長
と
議
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会
の
関
係
」
に
含
ま
れ
て
い
る
。
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
こ
の
章
の
大
部
分
の
条
項
が
政
策
・
計
画
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

議
会
と
町
長
の
機
関
対
立
は
、
主
と
し
て
政
策
を
め
ぐ
る
批
判
と
責
任
の
競
い
合
い
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
表
出
す
る
よ
う
に
政
策
・

計
画
を
め
ぐ
る
両
機
関
の
関
係
を
築
く
必
要
が
あ
る
。
議
会
基
本
条
例
第
四
章
の
大
部
分
が
政
策
・
計
画
を
め
ぐ
る
町
長
と
議
会
の
関
係

を
律
す
る
ル
ー
ル
と
な
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
ル
ー
ル
の
内
容
に
実
効
性
が
乏
し
け
れ
ば
、
後
述
す
る
よ
う
に
町
民
の

意
思
を
反
映
す
る
た
め
の
議
会
報
告
、
議
会
参
加
と
い
っ
た
議
会
と
町
民
の
関
係
改
善
も
実
質
的
な
効
果
を
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

以
下
、
論
述
の
都
合
か
ら
第
四
章
の
全
条
項
を
掲
げ
て
お
き
た
い
。

　
　
　

第
4
章　

町
長
と
議
会
の
関
係

　
（
町
長
等
と
議
会
及
び
議
員
の
関
係
）

第
5
条　

議
会
の
本
会
議
に
け
る
議
員
と
町
長
及
び
執
行
機
関
の
職
員
（
以
下
「
町
長
等
」
と
い
う
。）
の
質
疑
応
答
は
、
広
く
町

政
上
の
論
点
、
争
点
を
明
確
に
す
る
た
め
、
一
門
一
答
の
方
式
で
行
う
。

2　

議
長
か
ら
本
会
議
及
び
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
へ
の
出
席
を
要
請
さ
れ
た
町
長
等
は
、
議
員
の
質
問
に
対
し
て
議
長
又
は

委
員
長
の
許
可
を
得
て
反
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
町
長
に
よ
る
政
策
等
の
形
成
過
程
の
説
明
）

第
6
条　

町
長
は
、
議
会
に
計
画
、
政
策
、
施
策
、
事
業
等
（
以
下
「
政
策
等
」
と
い
う
。）
を
提
案
す
る
と
き
は
、
政
策
等
の
水

準
を
高
め
る
た
め
に
、
次
に
掲
げ
る
政
策
等
の
決
定
過
程
を
説
明
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

⑴　

政
策
等
の
発
生
源

　

⑵　

検
討
し
た
他
の
政
策
案
等
の
内
容

　

⑶　

他
の
自
治
体
の
類
似
す
る
政
策
等
と
の
比
較
検
討

�
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⑷　

総
合
計
画
に
お
け
る
根
拠
又
は
位
置
づ
け

　

⑸　

関
係
あ
る
法
令
及
び
条
例
等

　

⑹　

政
策
等
の
実
施
に
か
か
わ
る
財
源
措
置

　

⑺　

将
来
に
わ
た
る
政
策
等
の
コ
ス
ト
計
算

2　

議
会
は
、
前
項
の
政
策
等
の
提
案
を
審
議
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
れ
ら
の
政
策
等
の
水
準
を
高
め
る
観
点
か
ら
、
立
案
、
執

行
に
お
け
る
論
点
、
争
点
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
執
行
後
に
お
け
る
政
策
評
価
に
資
す
る
審
議
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　
（
予
算
・
決
算
に
お
け
る
政
策
説
明
資
料
の
作
成
）

第
7
条　

町
長
は
予
算
案
及
び
決
算
を
議
会
に
提
出
し
、
議
会
の
審
議
に
付
す
に
当
た
っ
て
は
、
前
条
の
規
定
に
準
じ
て
、
分
か
り

や
す
い
施
策
別
又
は
事
業
別
の
政
策
説
明
資
料
を
作
成
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　
（
法
律
第
96
条
第
2
項
の
議
決
事
項
）

第
8
条　

法
律
第
96
条
第
2
項
の
議
会
の
議
決
事
項
に
つ
い
て
は
、
代
表
機
関
で
あ
る
議
会
が
、
町
政
に
お
け
る
重
要
な
計
画
等
の

決
定
に
参
画
す
る
観
点
と
同
じ
く
代
表
機
関
で
あ
る
町
長
の
政
策
執
行
上
の
必
要
性
を
比
較
考
量
の
う
え
、
次
の
と
お
り
定
め
る

も
の
と
す
る
。

　

⑴　

法
律
第
2
条
第
4
項
の
規
定
に
基
づ
く
基
本
構
想
及
び
総
合
計
画

　

⑵　

栗
山
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　

⑶　

栗
山
町
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　

⑷　

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

　

⑸　

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
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